
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
仙
台
地
方

本
部
は
、
２
月
２
４
日
仙

台
市
内
に
お
い
て
第
５
回

地
方
委
員
会
を
開
催
し
た
。

佐
藤
好
一
委
員
を
議
長
に

選
出
し
、
安
全
の
確
立
、

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争

勝
利
、
統
一
地
方
自
治
体

選
挙
・
参
議
院
議
員
選
挙
必

勝
へ
の
取
り
組
み
な
ど
当
面

す
る
運
動
方
針
を
満
場
一
致

で
決
定
し
た
。

添
田
執
行
委
員
長
挨
拶（

要
旨
）

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争

は
、
２
月
５
日
Ｊ
Ｒ
連
合
第

３
１
回
中
央
委
員
会
で
方
針

が
決
定
さ
れ
、
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
は

２
月
１
２
日
中
央
委
員
会
で

具
体
的
要
求
内
容
を
決
定
し

申
し
入
れ
た
。
仙
台
地
方
本

部
と
し
て
は
、
今
春
季
生
活

闘
争
を
民
主
化
闘
争
、
組
織

拡
大
・
強
化
と
連
動
し
た
取

り
組
み
と
し
て
組
合
員
全
体

の
運
動
と
し
て
確
実
に
実
行

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

昨
年
２
月
に
始
ま
っ
た
Ｊ

Ｒ
東
労
組
の
瓦
解
は
、
３
万

人
以
上
の
組
合
未
加
入
者
、

組
合
不
要
論
と
不
信
論
を
生

み
出
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
労

組
は
昨
年
１
２
月
１
９
日
開

催
し
た
第
３
７
回
臨
時
大
会

で
東
京
、
八
王
子
、
水
戸
３

地
本
と
、
本
部
、
他
９
地
本

の
対
立
は
決
定
的
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
崎

を
中
心
と
す
る
Ｊ
Ｒ
東
労
働

組
合
（
Ｊ
Ｒ
ひ
が
し
労
）
が

結
成
さ
れ
、
各
地
方
本
部
の

結
成
の
動
き
が
あ
り
、
仙
台

地
方
本
部
は
約
５
０
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
約
７
割
が
加
入
し

て
い
る
と
い
わ
れ
る
社
友
会

は
、
現
場
管
理
者
の
負
担
増

で
不
満
が
蔓
延
、
会
社
側
が

抑
え
込
み
に
入
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
現
場
で
は
、
「
会

社
施
策
に
妨
害
し
た
も
の
は
、

会
社
は
厳
正
に
対
処
す
る
。
」

と
述
べ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

会
社
は
こ
の
間
矢
継
ぎ
早

に
施
策
を
発
し
、
変
革
、
進

化
と
声
高
に
叫
ん
で
い
ま
す

が
、
様
々
な
施
策
は
決
し
て

経
営
側
だ
け
で
成
し
遂
げ
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

労
使
が
一
体
と
な
り
議
論
し

合
い
目
標
に
向
か
い
一
致
協

ジェイアール・イーストユニオン 仙台地本機関誌 2019年(1年) 3月20日 第19号

1

第
５
回

地
方
委
員
会
開
催

開会の挨拶をする

鈴木執行副委員長

委員会を成功裏に導いた

佐藤議長
仙台地方本部

添田執行委員長

委員会宣言（案）

本日、私たち、ジェイアール・イーストユニオン仙台地方本部は、ホテルレオパレス仙台において「第５回地方委

員会」を開催し、安全の確立、2019春季生活闘争勝利、組織強化・拡大、そして統一地方自治体選

挙・参議院議員選挙必勝への取り組みなど、当面する活動方針を満場一致で決定した。私たちは、真の

労働組合運動を押し進めるなかで、あらゆる運動を連動し、組織拡大につなげていかなければならない。

安全の確立は、労使にとって取り組むべき最優先課題であり、命題である。福知山線列車脱線事故、羽越

本線列車脱線事故、飯山線大根原踏切事故、これらの事故で多くのお客様と通行車両の運転手の方

がお亡くなりになられた。重大事故を教訓にし、決して風化させてはならない。労災死亡事故も無くならない。グ

ループ会社と一体となった取り組みが重要である。私たち労働組合と会社の認識を同一にし、胸襟を開いた

議論をさらに深めていく。

2019春季生活闘争は、ＪＲ連合の統一ベア要求3,000円の賃金改善を求めるとともに、月例賃金に関

わる労働条件向上、夏季手当の要求満額獲得をめざしていく。底上げ・底支え、格差是正に向け、グルー

プ会社への波及をはかり、ＪＲ東日本をはじめとするＪＲに働くすべての労働者のディーセント・ワークの実現と、

魅力あるＪＲ産業のさらなる発展をめざしていく。

ＪＲ東日本における民主化闘争は、昨年、大きく動いた。ＪＲ東労組の瓦解は、この間のＪＲ連合の運動ととも

に闘ってきた私たちの成果でもあり、起こるべくして起きたことも事実である。しかし、現状は企業にとって正常とは言

えない。多くの信用を失ったままである。一日も早く健全で建設的な労使関係の構築をはからなければならない。

今こそ、私たちは、さらに一歩前に出た運動を一人ひとりが実践し、全体の力へと展開していく。

本年実施される、第25回参議院議員選挙比例区では、ＪＲ連合推薦候補予定者の「田村まみ」氏の当

選と、統一地方自治体選挙では、組織内議員の「小野一雄」亘理町議会議員をはじめ、推薦・支持候

補者の当選に向けて、総がかりの支援行動をはかっていく。

最後に、情勢は大きく変わった。変わらないのは私たちの信念である。会社とそこに働く者の明るい未来を創造

する労働組合が、イーストユニオンである。私たちの運動に理解ある多くの仲間の結集を成し遂げるため、仙台

地方本部は一丸となって突き進んでいく。

以上、宣言する。

2019年２月24日

ジェイアール・イーストユニオン

仙 台 地 方 本 部

第 5 回 地 方 委 員 会



力
し
て
は
じ
め
て
成
し
遂
げ

ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
も
施

策
に
対
し
、
真
摯
に
向
き
合

い
議
論
し
、
よ
り
良
い
も
の

を
創
る
こ
と
を
惜
し
み
ま
せ

ん
で
し
た
。

今
年
２
月
に
仙
台
駅
出
札

が
業
務
委
託
さ
れ
ま
し
た
が
、

提
案
は
平
成
２
７
年
１
１
月

２
０
日
で
し
た
。
提
案
を
受

け
組
合
員
と
議
論
し
、
翌
年

平
成
２
８
年
１
月
１
３
日
に

申
６
号
１
９
項
目
を
提
出
、

お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、

大
量
退
職
へ
向
け
た
雇
用
へ

の
取
り
組
み
を
考
慮
し
、
４

月
１
日
実
施
へ
向
け
た
議
論

を
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、

一
方
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
「
委

託
の
議
論
に
入
る
前
か
ら
具

体
的
な
教
育
が
始
ま
っ
て
い

る
。
駅
業
務
委
託
に
対
す
る

不
信
感
、
会
社
の
姿
勢
に
対

す
る
憤
り
、
今
後
駅
業
務
が

縮
小
さ
れ
職
場
が
無
く
な
る
」

な
ど
、
２
０
１
６
年
２
月
８

日
「
仙
台
駅
出
札
業
務
委
託

の
中
止
・
見
直
し
を
求
め
る

緊
急
申
し
入
れ
」
を
仙
台
支

社
長
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
こ
の
案
件
は
止
ま

り
、
今
回
の
騒
動
に
よ
り
、

会
社
か
ら
昨
年
５
月
に
２
月

１
日
に
実
施
す
る
と
通
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
Ｊ

Ｒ
東
労
組
の
申
し
入
れ
を
行

な
い
ま
し
た
が
、
た
っ
た
の

４
項
目
で
し
た
。
こ
れ
程
無

責
任
極
ま
り
な
い
労
働
組
合

は
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
１
２
月
１
日
、
加
入

し
た
組
合
員
は
「
会
社
施
策

を
と
も
に
進
め
る
ま
と
も
な

労
働
組
合
が
な
け
れ
ば
施
策

は
失
敗
す
る
。
職
場
を
守
る
、

創
る
に
は
当
た
り
前
の
労
働

組
合
が
絶
対
的
に
必
要
だ
。

会
社
発
展
の
た
め
、
ご
利
用

さ
れ
る
お
客
さ
ま
の
た
め
、

働
く
人
の
幸
福
の
た
め
に
と

も
に
運
動
し
て
い
く
」
と
加

入
動
機
を
述
べ
ま
し
た
。

首
都
圏
、
新
潟
で
も
組
織

拡
大
が
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
織
拡
大
の
運
動
は
一
人
ひ

と
り
が
今
で
き
る
事
を
確
実

に
実
行
し
、
一
歩
ず
つ
進
む

こ
と
で
す
。
継
続
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
職
場
の
仲
間

に
情
報
を
継
続
的
に
渡
す
。

拒
否
さ
れ
て
も
渡
す
。
愚
痴
、

不
満
を
見
逃
さ
な
い
。
職
場

の
問
題
点
解
決
の
取
り
組
み

を
行
な
う
。
分
会
へ
報
告
す

る
。
そ
し
て
地
本
へ
は
何
で

も
報
告
し
て
下
さ
い
。
そ
れ

が
労
働
組
合
の
在
り
方
で
す
。

そ
れ
が
安
全
の
確
立
、
技
術

継
承
に
つ
な
が
り
、
明
る
い

職
場
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。さ

て
本
年
は
選
挙
の
年
で

あ
り
ま
す
。
小
野
一
雄
亘
理

町
議
会
議
員
は
４
期
目
の
挑

戦
で
、
組
織
内
候
補
と
し
て

組
織
を
挙
げ
て
支
援
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

夏
に
は
第
２
５
回
参
議
院
議

員
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
連
合
推
薦
候
補
者
で
あ

り
、
ま
た
昨
年
の
本
部
大
会

で
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
組
織
内
候

補
予
定
者
の
「
田
村
ま
み
氏
」

を
支
持
推
薦
し
て
い
く
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
、
石
田
一
也
さ
ん
は
太

白
区
よ
り
藤
原
範
典
県
議
会

議
員
の
後
継
者
と
し
て
立
候

補
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

仙
台
地
本
と
し
て
も
最
大
限

の
取
り
組
み
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
組
合
員
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
こ
の
異
常
な

状
況
は
決
し
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
将
来
の
た
め
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
健
全
な
労
使
関
係
を

早
急
に
創
り
、
そ
こ
で
働
く

者
の
幸
せ
を
実
現
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
の
力
が
必
要
で

す
。
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
の

は
私
た
ち
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
未
加
入

者
は
待
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
力
を
見
せ
つ
け
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
本
日
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

佐
藤
委
員
か
ら
の
発
言

・
Ｊ
Ｒ
連
合
集
会
で
加
盟
単

組
か
ら
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
に
対
す
る
熱

い
思
い
を
聞
き
大
変
感
銘
を

受
け
た
。
組
織
拡
大
を
し
返

し
て
い
こ
う
。

・
最
近
発
生
し
た
事
象
か
ら
、

駅
に
お
け
る
安
全
の
確
立
と

業
務
委
託
の
問
題
に
つ
い
て
。

・
労
働
組
合
と
社
友
会
の
違

い
を
明
確
に
し
て
、
イ
ー
ス

ト
ユ
ニ
オ
ン
の
運
動
を
展
開

し
よ
う
。

・
宮
城
県
分
会
か
ら
の
活
動

報
告
。

大
塚
委
員
か
ら
の
発
言

・
福
島
県
分
会
か
ら
の
活
動

報
告
。

・
レ
ク
に
職
場
の
若
手
を
誘

い
組
織
拡
大
に
つ
な
げ
て
い

く
。

・
２
月
１
日
総
務
グ
ル
ー
プ

変
更
は
事
前
の
説
明
が
足
り

な
い
た
め
に
苦
労
し
て
い
る
。

菅
野
委
員
か
ら
の
発
言

・
未
加
入
者
や
グ
ル
ー
プ
会

社
社
員
へ
交
運
共
済
へ
の
加

入
を
促
進
し
よ
う
。

・
業
務
委
託
先
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
窓
口
を
明
確
に

し
よ
う
。

・
高
齢
化
対
策
と
働
き
方
改

革
を
。

成
田
委
員
か
ら
の
発
言

・
エ
ル
ダ
ー
制
度
に
つ
い
て
、

勤
務
先
の
提
示
が
遅
い
。

・
社
友
会
に
つ
い
て

・
２
月
の
事
務
の
集
約
と
簡

素
化
は
事
前
説
明
が
少
な
い
。

交
運
共
済
加
入
促
進

契
約
期
間
７
/
１
～
翌
年
６

/
３
０

組
合
員
宅
へ
新
規
お
よ
び
継

続
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
送
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
組
合
員
と

そ
の
家
族
を
守
る
た
め
火
災

共
済
・
生
命
共
済
・
交
通
災

害
共
済
の
未
加
入
の
方
は
加

入
を
、
既
加
入
の
方
は
継
続

と
増
口
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
私
傷
病
共
済
加
入
募
集

事
業
年
度
８
/
１
～
翌
年
７

/
３
１

１
口

４
，
０
０
０
円
（
２

口
ま
で
）

※
詳
細
は
役
員
ま
で
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